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（金武町議会だより） No.171令和4年12月5日

伊藝菊博 議員

農　
業　
振　
興

一  

般  

質   

問

一  

般  

質   

問

令
和
４
年 

第
６
回（
９
月
） 定
例
会

令
和
４
年 

第
６
回（
９
月
） 定
例
会

（※

質
問
順
に
掲
載
し
、質
問・答
弁
は
要
約
）

（※

質
問
順
に
掲
載
し
、質
問・答
弁
は
要
約
）

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

仲
間 

一 

町
長

知
念 

久 

選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

道　
路　
整　
備

選　
挙

QRコードをスマートフォンで読み取ると各議員
の一般質問の映像を見ることができます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

     

                    

令
和
４
年
３
月
定

例
会
で
屋
嘉
区
内
に
ト
ン
袋
が

多
数
放
置
さ
れ
て
い
る
件
で
中

部
保
健
所
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
と
の
事
だ
っ
た
が
、そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

                         

産
業
廃
棄
物

等
の
遺
棄
者
に
対
し
適
正
処
分

を
行
う
よ
う
町
・
県
中
部
保
健

所
・
遺
棄
者
の
三
者
立
会
い
の

下
、改
め
て
指
導
を
行
っ
て
い

る
。現
時
点
で
遺
棄
者
が
作
成
し

た
処
分
計
画
に
基
づ
き
草
刈
り
、

分
別
、清
掃
等
を
一
部
実
施
し
て

い
る
状
況
を
確
認
し
た
。

                    

金
武
町
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

             

生
産
者
の
販
売
力
強
化

に
向
け
た
研
修
、県
内
中
南
部
に

販
売
所
を
設
置
す
る
実
証
試
験
、

販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査

等
を
予
定
し
て
い
る
。

                   
田
芋
、マ
ン
ゴ
ー
、

パ
イ
ン
の
耕
作
面
積
、農
家
数

は
。

              （
左
表
の
と
お
り
）

                    

水
稲
の
一
斉
防
除

は
。

　
　
　

  

一
斉
防
除
は
病
害
虫
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

早
期
か
つ
効
率
的
な
防
除
を
行

う
目
的
で
各
地
区
一
斉
に
実
施

し
て
お
り
、町
が
各
農
家
へ
薬
剤

を
提
供
し
、６
月
と
10
月
に
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

  

近
年
の
新
規
就
農

者
数
、離
農
者
数
は
。

              

平
成
25
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
に
22
名
が
認
定
新

規
就
農
者
と
な
っ
て
お
り
、そ
の

う
ち
２
名
が
離
農
し
た
。

                  

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

等
害
虫
駆
除
講
習
会
の
実
施
状

況
は
。

               

令
和
３
年
10
月
に
田

芋
産
地
協
議
会
に
よ
る
講
習
会

を
開
催
し
、ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対

策
と
し
て
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の

生
態
、石
灰
窒
素
の
使
用
方
法
等

に
つ
い
て
講
習
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、令
和
４
年
７
月
22
日
に

伊
芸
区
の
農
家
を
対
象
に
沖
縄

県
北
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ

ー
の
指
導
員
に
よ
る
水
稲
栽
培
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
に
つ
い

て
講
習
会
を
開
催
し
た
。

                    

国
道
３
２
９
号
沿

い
歩
道
に
雨
水
が
溜
ま
り
、歩
行

者
が
歩
行
で
き
な
い
状
況
だ
が

対
策
は
。

             

破
損
箇
所
等
が
発
見
さ

れ
た
場
合
は
関
係
機
関
と
調
整

し
、対
策
を
講
じ
て
い
る
と
北
部

国
道
事
務
所
か
ら
報
告
を
受
け

て
い
る
。

　

金
武
町
区
域
内
の
歩
道
に
つ

い
は
一
部
雨
水
に
よ
り
歩
行
で

き
な
い
箇
所
を
確
認
し
て
い
る

た
め
北
部
国
道
事
務
所
へ
情
報

共
有
を
行
い
、対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
請
を
し
て
い
く
。

                    

屋
嘉
地
区
道
路
に

陥
没
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
危

険
だ
が
町
の
考
え
は
。

             

町
は
定
期
的
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、側
溝
等
の
破
損

や
道
路
の
陥
没
等
の
危
険
箇
所

が
発
見
さ
れ
た
場
合
や
町
民
、各

区
か
ら
情
報
提
供
等
が
あ
っ
た

場
合
は
現
場
を
確
認
し
危
険
箇

所
を
優
先
し
て
改
修
を
実
施
し

て
い
る
。

                   

各
選
挙
の
期
日
前

投
票
期
間
は
何
日
間
か
。

             

選
挙
の
期
日
前
投
票
期

間
は
、参
議
院
議
員
選
挙
及
び
県

知
事
選
挙
が
16
日
間
、衆
議
院
議

員
選
挙
が
11
日
間
、県
議
会
議
員

選
挙
が
８
日
間
、町
議
会
議
員
及

び
町
長
選
挙
が
４
日
間
と
な
っ

て
い
る
。

                   

各
区
出
張
投
票
所

の
期
日
は
ど
の
よ
う
に
取
り
決

め
し
て
い
る
の
か
。

                                       

過
去
に
行
わ
れ
た
選
挙
の
投
票

者
数
を
基
に
、町
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
会
議
に
諮
り
決
定
し

て
い
る
。

陥没している屋嘉区内の道路

田芋、マンゴー、パインの
耕作面積、農家数
   （令和4年3月末時点）

田　芋
マンゴー
パイン

面　積
20ha
5ha
11ha

農家数
46戸
28戸
24戸

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
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吉野　潤 議員

行
　
政
　
運
　
営

農
　
業
　
振
　
興

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
利
用

計
画
に
関
す
る
開
発
状
況

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

   

各
区
で
毎
年
行
っ

て
い
る
行
政
懇
談
会
に
お
い
て

以
前
は
各
区
の
各
種
団
体
等
の

代
表
も
交
え
、
幅
広
い
意
見
交

換
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年

は
行
政
委
員
、
区
の
代
表
、
区

長
の
み
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　

行
政
懇
談
会

の
参
加
者
は
毎
年
度
、
各
区
長

に
参
加
者
の
照
会
を
行
い
、
提

出
さ
れ
た
名
簿
に
基
づ
き
、
町

か
ら
案
内
を
送
付
し
て
い
る
。

                    

本
年
度
４
月
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
た
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

               

令
和
４
年
４
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
旧
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
お
知

ら
せ
等
の
情
報
は
新
し
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
移
行
し
た
。
ま

た
、
旧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
な

か
っ
た
項
目
や
新
た
に
作
成
し

た
ペ
ー
ジ
等
は
現
在
、
掲
載
情

報
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

                    

町
長
は
３
期
目
を

迎
え
、
職
員
に
対
す
る
思
い
や

り
や
常
日
頃
か
ら
掲
げ
て
い
る

チ
ー
ム
金
武
と
し
て
の
取
組
み

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

            
社
会
情
勢
の
変
化
や
複

雑
化
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題

や
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

人
材
育
成
を
す
る
た
め
に
は
職

員
研
修
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

新
採
用
職
員
、
一
般
職
員
、

管
理
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に

適
し
た
研
修
の
実
施
等
、
組
織

全
体
で
職
員
の
資
質
や
能
力
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

職
員
の
健
康
管
理
の
た
め
の

き
め
細
か
な
相
談
業
務
を
は
じ

め
、
専
門
機
関
を
活
用
し
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
も
実
施

し
て
い
く
。

                    

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
取
組
み
は
。

             

８
月
18
日
に
金
武
町
農

業
者
連
絡
協
議
会
の
各
部
長
、

金
武
漁
業
協
同
組
合
、
金
武
町

観
光
協
会
等
で
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｙ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
に
て
町
農
産

物
を
活
用
し
た
料
理
試
食
及
び

意
見
交
換
会
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
糸
満
う
ま
ん
ち
ゅ

市
場
、
宜
野
湾
市
に
あ
る
金
武

町
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
予
定
地

の
視
察
を
行
い
、
参
加
者
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

                    

ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
に
対
す
る
農
業
生
産
物
の

占
め
る
割
合
と
今
後
の
農
産
物

の
拡
充
に
向
け
た
取
組
み
は
。

            
令
和
３
年
度
の
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
総
額
は
１
億

２
７
９
６
万
８
０
０
０
円
で
そ

の
内
、
農
業
生
産
物
の
占
め
る

金
額
は
１
億
１
６
５
３
万
５
０

０
０
円
で
全
体
に
占
め
る
割
合

は
91
％
で
あ
る
。

　

今
後
は
令
和
４
年
度
か
ら
新

た
に
金
武
町
産
田
芋
を
追
加
す

る
予
定
が
あ
る
。

                    

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場

跡
地
利
用
開
発
に
係
る
土
地
の

賃
貸
借
契
約
及
び
基
本
合
意
を

締
結
し
て
今
年
で
10
年
目
に
な

る
が
、
海
外
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

（
ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
社
）
が
計
画

を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
や
そ
の
他

の
施
設
の
進
捗
状
況
は
。

            

平
成
24
年
10
月
に
ホ
テ

ル
等
の
建
物
を
建
設
す
る
こ

と
、
並
び
に
基
本
合
意
書
及
び

土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た

が
道
路
や
海
岸
整
備
、
建
設
資

材
の
高
騰
、
世
界
中
で
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
観
光
の
在

り
方
が
激
変
し
た
こ
と
か
ら
、

開
発
計
画
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
着
工
に
遅
れ
が
生
じ

て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

10
月
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
来
町
予
定
で
あ
り
、
開
発

計
画
が
円
滑
に
進
む
よ
う
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
取
組
む
よ
う

促
し
て
い
く
。

                    

現
在
開
業
し
て
い

る
施
設
の
町
民
の
雇
用
状
況
は
。

            

医
療
法
人
菱
秀
会
Ｋ
Ｉ

Ｎ
放
射
線
治
療
・
健
診
ク
リ
ニ

ッ
ク
９
人
、
医
療
法
人
ギ
ン
バ

ル
の
杜
Ｋ
Ｉ
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
・
整

形
ク
リ
ニ
ッ
ク
12
人
、
株
式
会

社
佐
喜
眞
義
肢
６
人
、
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
ぎ
ん
ば
る
の
海
６

人
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ー

チ
７
人
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｏ　

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｙ　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
７
人
、
客

室
・
施
設
清
掃
、
植
栽
管
理
等

は
町
内
事
業
者
に
委
託
し
て
お

り
、
間
接
的
な
町
民
雇
用
と
な

っ
て
い
る
。

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

仲
間 

一 

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

トロピカーナ社のホテル予定地
（ギンバル訓練場跡地）
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外間慎仁 議員

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
へ
の

倉
庫
群
受
入
れ
に
伴
う
地
元

企
業
の
優
先
活
用

建
設
資
材
等
の
物
価
高
騰
に

伴
う
町
内
工
事
の
発
注
・
変

更
の
在
り
方

金
武
町
未
来
塾
（
無
料
塾
）

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

仲
間 

一 

町
長

各議員の一般質問QRコード

町
長

伊
藝 

勲 

企
画
課
長

町
長

町
長

町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
へ
の
倉
庫
群
の
受
入
れ
の

関
連
工
事
等
が
進
ん
で
い
る
が
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
工
程
は
。

                           

町
が
平
成
30

年
度
に
受
入
れ
を
表
明
し
た
後
、

国
に
お
い
て
計
画
が
順
調
に
進

め
ら
れ
、
牧
港
補
給
地
区
か
ら

移
設
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
等

が
既
に
完
成
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
中
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
新
設

メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
工
事
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
隊
舎
等
の
工
事

に
一
部
着
手
し
て
い
る
と
説
明

を
受
け
て
い
る
。

                    

地
元
企
業
の
工
事

受
注
件
数
と
割
合
は
。

               

令
和
４
年
８
月
末
時

で
58
件
、
総
額
４
０
４
億
６
２

３
０
万
円
が
沖
縄
防
衛
局
に
よ

り
発
注
さ
れ
、
そ
の
内
、
共
同

企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
を
含
め
た
契

約
実
績
は
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

関
連
工
事
10
件
、
69
億
５
５
１

４
万
６
０
０
０
円
、
キ
ャ
ン
プ
・

ハ
ン
セ
ン
内
工
事
３
件
、
９
億

９
０
０
０
万
円
で
合
計
13
件
、

約
79
億
４
５
０
０
万
円
、
本
町

建
設
関
連
企
業
の
契
約
実
績
が

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
再
編
関

連
工
事
全
体
に
占
め
る
割
合
は

件
数
で
約
22
％
、
金
額
で
約
20

％
で
あ
る
。

                    

地
域
へ
の
経
済
的

波
及
効
果
は
。

               

町
内
企
業
単
独
受
注

と
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
等
に

よ
る
受
注
等
、
多
様
な
契
約
形

態
が
あ
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な

検
証
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
町

は
こ
れ
ま
で
建
設
業
者
会
と
と

も
に
、
防
衛
大
臣
や
沖
縄
防
衛

局
長
に
対
し
、
金
武
町
建
設
関

連
企
業
の
優
先
活
用
に
つ
い
て

継
続
的
に
要
請
行
動
を
行
い
、

ま
た
防
衛
局
主
催
に
よ
る
建
設

業
者
会
へ
の
入
札
制
度
説
明
会

を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
受
注

機
会
の
拡
大
へ
取
組
ん
で
い
く
。

                    

町
長
は
建
設
業
者

会
の
皆
さ
ん
と
東
京
に
要
請
等

行
か
れ
た
が
、
ど
う
い
う
内
容

を
要
請
し
て
き
た
の
か
。

                                   

８
月
４

日
に
町
建
設
業
者
会
代
表
と
町

長
で
防
衛
大
臣
に
会
い
、
町
長

か
ら
要
求
書
の
手
交
時
に
関
連

工
事
に
お
い
て
地
元
企
業
が
多

く
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
う
内
容
で
要
請
を
行
っ

た
。
そ
の
後
に
建
設
業
者
会
代

表
者
と
防
衛
省
の
幹
部
の
み
で

今
後
の
受
注
形
態
に
お
け
る
入

札
緩
和
条
件
等
の
話
を
行
っ
て

い
る
。

                    

昨
今
の
物
価
高
騰

に
伴
い
、
建
設
資
材
等
が
高
騰

し
、
町
内
の
建
設
業
者
会
の
皆

様
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。
国

土
交
通
省
は
公
共
工
事
標
準
請

負
契
約
約
款
第
25
条
（
ス
ラ
イ

ド
条
項
）
に
基
づ
き
、
工
期
内

に
材
料
の
価
格
に
著
し
く
変
動

が
生
じ
た
場
合
に
は
変
更
が
で

き
る
こ
と
と
運
用
見
直
し
等
が

あ
る
が
、
町
内
工
事
の
発
注
・

変
更
の
在
り
方
は
。

                

建
設
資
材
等
の
物
価

高
騰
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
工

事
請
負
契
約
書
に
賃
金
ま
た
は

物
価
の
変
動
に
基
づ
く
請
負
代

金
額
の
変
更
と
い
う
ス
ラ
イ
ド

条
項
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
価

格
変
動
が
通
常
合
理
的
な
範
囲

を
超
え
る
場
合
は
請
負
代
金
額

の
変
更
を
請
求
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
町
が
発

注
し
た
工
事
に
お
い
て
受
注
者

よ
り
物
価
高
騰
に
伴
う
工
事
請

負
代
金
額
変
更
の
相
談
を
受
け

た
場
合
は
新
た
な
運
用
見
直
し

も
踏
ま
え
、
対
象
品
目
高
騰
分

を
精
査
し
、
協
議
を
し
て
い
く
。

                    

基
準
と
条
件
、
実

施
状
況
は
。

               

町
独
自
の
事
業
と
し

て
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
高

校
受
験
に
特
化
し
た
放
課
後
学

習
支
援
事
業
を
令
和
３
年
度
ま

で
実
施
し
て
い
た
が
、
本
年
度

か
ら
よ
り
高
い
学
力
の
修
得
を

目
指
し
、
希
望
す
る
高
等
学
校

へ
進
学
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

特
進
コ
ー
ス
を
開
設
し
、
対
象

を
１
〜
３
年
生
ま
で
拡
大
し
た
。

　

特
進
コ
ー
ス
入
塾
の
基
準
は

中
学
校
１
年
生
と
２
年
生
は
令

和
４
年
度
標
準
学
力
検
査
の
結

果
を
参
考
に
、
上
位
者
か
ら
20

人
を
選
抜
し
、
中
学
校
３
年
生

は
令
和
４
年
度
全
国
学
力
学
習

調
査
の
結
果
を
参
考
に
上
位
者

か
ら
20
人
を
選
抜
し
、
保
護
者

の
同
意
を
得
て
入
塾
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
高
校
受
験
に

特
化
し
た
事
業
は
ラ
ス
ト
ス
パ

ー
ト
コ
ー
ス
と
名
称
を
改
め
、

30
人
を
定
員
と
し
て
引
き
続
き

実
施
し
て
い
る
。
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伊藝直樹 議員

田
　
芋
　
栽
　
培

農
　
業
　
振
　
興

中
　
川
　
区

※飛沫防止アクリル板を設置しています。
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員
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員
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員
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員
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議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

伊
藝
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

各議員の一般質問QRコード

仲
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町
長

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
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長

農
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産
課
長

知
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総
務
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長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

町
内
の
田
芋
畑

は
生
育
不
良
で
雑
草
が
茂
っ
て

い
る
が
原
因
調
査
し
た
の
か
。

                             

令
和
４
年

８
月
24
日
に
北
部
農
林
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の
田
芋
担
当
者
に

生
育
不
良
を
起
こ
し
て
い
る
圃

場
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。

　

原
因
と
し
て
は
長
雨
に
よ
る

日
照
不
足
で
充
分
に
成
長
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

見
解
が
あ
っ
た
。

                      

農
家
に
周
知
し

た
の
か
。

               

自
然
が
相
手
で
対
策

が
難
し
い
た
め
定
植
前
に
し
っ

か
り
水
田
管
理
を
す
る
こ
と
や
、

定
植
時
期
を
遅
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
被
害
は
軽
減
で
き

る
と
説
明
・
助
言
が
あ
っ
た
。

                      

病
気
で
は
な
い

の
か
。

同
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
に
現
場

を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
５
〜

７
月
の
長
い
雨
で
日
照
不
足
と

肌
寒
い
時
期
が
続
い
た
こ
と
、

梅
雨
明
け
す
ぐ
に
高
温
に
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
と
話
が
あ
っ
た
。

                      

令
和
３
年
８
月

と
令
和
４
年
８
月
の
化
学
肥
料
、

農
薬
、
除
草
剤
、
出
荷
箱
そ
れ

ぞ
れ
の
価
格
を
比
較
し
て
ど
れ

ぐ
ら
い
値
上
が
り
し
た
か
。

               

化
学
肥
料
は
約
28
％
、

出
荷
箱
は
約
26
％
、
除
草
剤
は

約
15
％
、
農
薬
は
約
７
％
値
上

が
り
し
て
い
る
。

                      

今
後
の
町
の
支

援
策
は
。

               

８
月
９
日
の
臨
時
議

会
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
化
学
肥
料
の
補
助
率

を
８
月
申
請
分
以
降
７
％
か
ら

15
％
以
内
に
引
き
上
げ
、
出
荷

箱
の
補
助
率
を
産
地
表
示
あ
り

が
30
％
か
ら
50
％
以
内
で
引
き

上
げ
、
産
地
表
示
な
し
が
10
％

か
ら
30
％
以
内
で
引
き
上
げ
て

い
る
。

　

今
後
も
価
格
高
騰
の
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
国
・
県
の
支
援

事
業
を
活
用
し
て
、
農
家
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

                      

実
施
期
間
は
。

                             

８
月
分
か

ら
来
年
３
月
分
ま
で
で
あ
る
。

                      
５
月
頃
か
ら
収

穫
の
あ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
マ

ン
ゴ
ー
も
対
象
か
。

                            

出
荷
の
ピ
ー

ク
が
７
〜
８
月
の
た
め
、
ま
と

め
て
８
月
に
申
請
す
る
こ
と
で

支
援
を
し
て
い
く
。

                      

田
芋
農
家
も
補

助
対
象
か
。

                             

田
芋
は
11

月
頃
か
ら
掘
り
始
め
て
、
正
月
、

旧
正
向
け
の
出
荷
が
始
ま
る
の

で
３
月
申
請
分
ま
で
は
補
助
対

象
に
な
る
。

                      

堆
肥
の
補
助
率

を
上
げ
る
検
討
は
で
き
な
い
か
。

                            

Ｊ
Ａ
や
金
武

町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
現
在
値
上
げ
は
な
い

状
況
を
確
認
し
て
い
る
が
今
後

値
上
げ
の
状
況
は
注
視
し
な
が

ら
や
っ
て
い
く
。

                      

町
道
中
川
21
号

線
沿
い
と
町
道
中
川
24
号
線
の

奥
側
に
粗
大
ご
み
が
あ
り
景
観

を
損
な
っ
て
い
る
状
況
だ
が
町

は
指
導
し
て
い
る
の
か
。

               

こ
れ
ま
で
土
地
所
有

者
等
に
対
し
、
改
善
を
求
め
る

通
知
の
発
出
や
現
場
立
会
い
の

下
、
適
正
処
理
を
す
る
よ
う
指

導
を
行
っ
て
き
た
が
、
抜
本
的

な
改
善
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
８
月
下
旬
に
沖
縄
県
中
部
保

健
所
の
協
力
を
得
て
合
同
で
立

入
り
調
査
を
実
施
し
、
処
理
計

画
の
提
出
を
求
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

                      

町
道
中
川
21
号

線
沿
い
は
一
部
町
有
地
も
あ
る

の
で
は
。

                                  

一
部
か

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た

め
、
早
急
に
撤
去
す
る
よ
う
に

書
面
で
正
式
に
申
入
れ
を
行
っ

て
い
く
。

町内の田芋畑

対象になっているマンゴー
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仲村広美 議員

マ
ス
ク
着
用

庁
　
舎
　
建
　
設

ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
ラ
ン
ド
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
ホ
テ
ル
建
設

※飛沫防止アクリル板を設置しています。
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仲
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仲
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仲
村
議
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仲
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長
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長
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長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

   

熱
中
症
予
防
と

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

環
境
省
・
厚
生
労
働
省
が
熱
中

症
を
防
ぐ
た
め
に
、
屋
外
で
は

マ
ス
ク
を
外
し
、
特
に
高
齢
者
、

子
ど
も
、
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
方
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い

の
で
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
で
注

意
喚
起
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

                            

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
基
本
的
な
感
染

対
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
は
有

効
で
あ
る
と
の
見
解
が
出
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
屋
外
で
の
過

度
な
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

厚
生
労
働
省
で
は
屋
外
及
び
屋

内
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

人
と
の
距
離
が
確
保
で
き
る
場

合
や
会
話
が
な
い
場
合
の
マ
ス

ク
着
用
は
必
要
な
い
と
の
見
解

が
示
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
も
就
学

前
の
幼
児
へ
の
マ
ス
ク
着
用
を

一
律
に
求
め
る
も
の
で
は
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

　

町
に
お
い
て
も
厚
生
労
働
省

の
見
解
を
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
広
く
町
民
へ
周
知
し
、
感
染

対
策
と
し
て
適
切
な
マ
ス
ク
着

用
を
促
し
て
い
く
。

                                   
金
武
町

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
マ
ス

ク
着
用
が
必
要
な
場
面
と
必
要

が
な
い
場
面
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
町
立
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
配
付
し
て
い
る
。

　

内
容
は
主
に
屋
内
に
お
け
る

マ
ス
ク
の
着
用
の
有
無
、
登
下

校
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用
の
有

無
、
部
活
動
に
お
け
る
マ
ス
ク

着
用
の
有
無
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
例
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。

ま
た
ど
の
場
面
に
お
い
て
も
息

苦
し
さ
や
体
調
が
悪
く
な
っ
た

場
合
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
体
調

を
整
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
感

染
症
対
策
と
熱
中
症
対
策
を
適

切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

自
ら
マ
ス
ク
の
脱
着
を
判
断
で

き
な
い
小
学
校
低
学
年
な
ど
が

い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
学

校
現
場
で
実
施
を
し
て
い
る
。

                     

進
捗
状
況
は
。

               

複
合
庁
舎
基
本
計
画

策
定
を
行
っ
て
お
り
、
用
地
の

決
定
、
複
合
庁
舎
に
必
要
な
機

能
や
規
模
、
概
算
費
用
等
、
整

備
の
骨
格
と
な
る
基
本
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

策
定
に
つ
い
て
は
町
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
８
月
に
実
施
、

10
月
以
降
に
住
民
説
明
会
等
の

実
施
、
建
設
検
討
委
員
会
に
よ

る
調
査
・
検
討
等
を
行
っ
て
い

く
。

                     

複
合
庁
舎
整
備

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
い
る
が
、
回
収
率
、
ま
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

                

配
付
世
帯
数
５
３
１

７
世
帯
に
対
し
、
回
答
数
は
１

１
６
９
件
の
回
答
が
あ
り
、
回

収
率
は
22
％
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
結
果
と
し
て
建
設
場
所
は

金
武
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
等
近
辺
が
65
・
３
％
、
現
在

の
役
場
周
辺
が
20
・
４
％
、
そ

の
他
が
12
・
７
％
と
、
未
回
答

が
１
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
に
望
ま
し
い
複
合
機
能

は
防
災
機
能
が
63
・
５
％
、
交

流
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
機
能
が

38
・
７
％
、
福
祉
・
子
育
て
・

居
場
所
づ
く
り
機
能
が
52
％
、

直
売
「
飲
食
・
特
産
品
」
機
能

が
42
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
当
該
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
用
地
、
機
能
、
規
模

等
に
つ
い
て
建
設
検
討
委
員
会

に
よ
る
検
討
を
進
め
て
庁
舎
整

備
に
必
要
な
事
項
を
決
定
し
て

い
く
。

                    

２
年
間
遅
れ
て
い

る
が
補
助
先
の
防
衛
省
は
何
も

言
わ
な
い
の
か
。

                 

計
画
が
遅
れ
て
い
る

原
因
は
聞
か
れ
て
い
る
。
逐
一

状
況
説
明
を
し
て
着
実
に
進
め

る
た
め
の
方
策
を
沖
縄
防
衛
局

と
調
整
し
て
い
る
。

                     

町
が
並
里
区
に

土
地
賃
借
料
を
支
払
っ
た
金
額

は
。

10
年
間
で
約
１
億
８
０
０
０
万

円
で
あ
る
。

                    

10
月
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
来
町
す
る
と
の

こ
と
だ
が
ど
う
い
う
話
し
合
い

に
な
る
の
か
。

                               

具
体
的
な

内
容
を
ま
だ
詰
め
て
い
な
い
た

め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
内
容

も
含
め
て
話
を
す
る
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
相
手
が
来
る
ま
で

に
町
も
内
容
に
つ
い
て
聞
く
こ

と
を
整
理
し
て
対
応
す
る
。

一般質問が2日間に渡ったため
QRコードが2つあります。

比
嘉
貴
一  

教
育
長

安
富
祖
勧  

複
合
庁
舎
整
備
推

進
課
長

商
工
観
光
課
長

仲
間 

功 

商
工
観
光
課
長
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（（金武町議会だより）No.171 令和4年12月5日

山里　均 議員

赤
土
流
出
防
止
対
策

金
武
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

利
用
状
況

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

山
里
議
員

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

カ
ー
タ
バ
ル（
川

田
原
）
の
一
部
側
溝
及
び
沈
砂

池
が
機
能
さ
れ
ず
に
赤
土
が
流

出
し
、
改
善
が
必
要
と
考
え
る

が
。

                            

台
風
や
豪
雨

な
ど
雨
量
が
多
い
時
は
側
溝
や

沈
砂
池
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
い
る

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
り
、

対
策
と
し
て
は
沈
砂
池
の
土
砂

浚
渫
を
行
う
と
と
も
に
、
農
家

に
対
し
て
圃
場
管
理
の
徹
底
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
普
及
等
を

図
り
、
継
続
し
て
赤
土
流
出
防

止
に
取
組
ん
で
い
く
。

                      

側
溝
か
ら
濁
っ

た
水
が
出
て
い
る
。
機
能
し
て

い
な
い
の
か
詰
ま
っ
て
い
る
の

か
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

周
辺
の
側
溝
も
確
認
し
な
が
ら

浚
渫
と
同
時
に
側
溝
も
清
掃
を

し
て
い
く
。

                      

土
地
改
良
区
が

管
理
し
て
い
る
沈
砂
池
は
何
カ

所
あ
る
の
か
。

                             

45
カ
所
を

管
理
し
て
い
る
。

                       

全
て
機
能
し
て

い
る
の
か
。

                               

今
回
の
伊

芸
地
区
の
沈
砂
池
の
よ
う
に
大

雨
時
に
は
少
し
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
す
る
現
場
も
あ
る
が
土
地
改

良
区
で
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

                      

ベ
チ
バ
ー
の
苗

を
区
と
連
携
し
て
必
要
な
方
々

へ
供
給
す
べ
き
だ
と
思
う
が
町

の
考
え
は
。

                

６
月
２
日
に
農
業
生

産
活
動
の
現
場
か
ら
土
壌
の
流

出
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

地
域
住
民
や
農
家
個
々
の
意
識

の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
令
和
４
年
度
第
32
回
「
土

壌
保
全
の
日
」
が
町
で
開
催
さ

れ
た
。
同
事
業
で
ベ
チ
バ
ー
植

栽
講
習
会
が
実
施
さ
れ
、
苗
に

つ
い
て
も
提
供
を
受
け
て
お
り
、

農
林
水
産
課
に
お
い
て
植
付
け
、

増
殖
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
各
区
と
連
携
を
し
な

が
ら
必
要
な
農
家
へ
の
配
布
が

で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。

                      

広
報
金
武
で
見

た
が
、
ベ
チ
バ
ー
の
植
付
け
場

所
は
ど
こ
か
。
講
習
会
の
日
に

植
付
け
を
し
た
の
か
。

                              

町
立
武
道

館
で
講
習
会
を
行
い
、
別
の
日

に
前
原
地
区
の
土
地
改
良
区
内

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
２
筆
に
実
際
に

植
付
け
の
事
例
を
行
っ
て
い
る
。

                      

利
用
は
町
内
限

定
か
。

               

主
に
役
場
や
銀
行
、

町
内
及
び
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
、

健
康
教
室
へ
の
参
加
、
プ
ー
ル

の
利
用
等
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
で
購
入
で
き
な
い

日
用
品
等
は
各
区
事
務
所
の
運

用
に
お
い
て
町
外
の
店
舗
へ
送

迎
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

                      

利
用
者
、
運
行

者
、
各
区
か
ら
の
要
望
等
が
あ

っ
た
か
。

                                   

区
か
ら

試
験
運
行
し
て
い
る
中
で
特
に

大
き
な
課
題
は
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た

利
用
者
か
ら
も
特
に
課
題
・
問

題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

                      

各
区
別
の
利
用

状
況
は
。

               （
左
表
の
と
お
り
）

　
　
　
　
　
　

伊
芸
区
が
少
な

い
が
広
報
金
武
以
外
で
啓
発
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

広
報
の
み
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長水が溢れ出ている沈砂池 赤土対策が流れている伊芸地区

コミュニティバス利用状況
（令和4年 ４月～８月）

区

金武区

並里区

中川区

伊芸区

屋嘉区

回　数

22 回

21 回

21 回

3 回

20 回

人　数

67 人

34 人

50 人

4 人

145 人

各議員の一般質問QRコード

仲
間 

一 

町
長

知
念 

久 

総
務
課
長

総
務
課
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
案
内

｟広
報
金
武
11
月
号
｠
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松田健人 議員

戸
別
受
信
機
整
備
事
業

Ｋ
Ｉ
Ｎ
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ー
チ

の
管
理
・
運
営
等

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

松
田
議
員

仲
間 

一 

町
長

各議員の一般質問QRコード

仲
間 

功 

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

町
長

町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

   

有
線
電
話
機
の

返
却
及
び
廃
止
状
況
は
。

                           

令
和
３
年
度

の
有
線
放
送
電
話
機
の
廃
止
件

数
は
１
２
８
件
で
廃
止
し
た
電

話
機
は
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー
へ

返
却
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

末
に
お
け
る
電
話
加
入
台
数
は

１
７
３
６
台
と
な
っ
て
い
る
。

                     

各
区
の
設
置
率

は
。

               （
左
表
の
と
お
り
）

全
体
の
設
置
数
は
４
０
０
４
件

で
設
置
率
69
・
９
％
で
あ
る
。

                     

購
入
し
た
戸
別

受
信
機
の
数
は
。

                     

５
７
３
０
台
で

あ
る
。

                     

約
１
７
０
０
台

残
っ
て
い
る
が
ど
う
す
る
の
か
。

有
線
放
送
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
に

な
る
の
で
そ
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
っ
て
保
管
す
る
。

                     

１
台
の
金
額
は
。

３
万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。

                      

結
構
な
金
額
に

な
る
が
町
か
ら
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
全
世
帯
に
設
置
が

で
き
る
取
組
み
を
し
て
ほ
し
い

が
。

新
た
に
転
入
し
て
来
た
方
へ
の

お
知
ら
せ
等
ま
だ
入
っ
て
い
な

い
所
へ
の
個
別
で
の
働
き
か
け

を
し
て
全
戸
設
置
を
目
指
し
て

い
く
。

                    

主
な
業
務
内
容
と

警
備
体
制
は
。

               

ビ
ー
チ
並
び
に
海
浜

公
園
の
維
持
管
理
及
び
運
営
の

ほ
か
、
水
難
事
故
防
止
及
び
事

故
発
生
時
の
救
助
に
必
要
な
業

務
等
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
す

る
中
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
等
の
事
業
に
つ

い
て
も
実
施
し
て
い
く
。

　

警
備
体
制
は
管
理
棟
周
辺
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
民
間
警
備
会
社
に
委
託

し
て
い
る
。

                     

外
部
に
委
託
さ

れ
る
業
務
は
何
が
。

                                       

主

に
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

植
栽
管
理
で
あ
る
。

                     

公
募
は
理
事
会

を
開
催
し
て
決
定
し
た
の
か
。

                               

観
光
協
会

が
公
募
を
か
け
て
１
社
か
ら
応

募
が
あ
り
、
そ
れ
を
会
長
が
承

認
し
て
い
る
。

                      

マ
リ
ン
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
は
漁
業
協
同
組
合
が

中
心
に
な
っ
て
独
占
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
利
用
で
き
る
仕
組
み

を
し
て
ほ
し
い
が
。

                               

観
光
協
会

を
中
心
に
独
占
で
は
な
い
よ
う

な
形
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

                      

今
後
の
事
業
展

開
は
。

               

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
等
の
現
在
実
施

す
る
事
業
に
加
え
、
ビ
ー
チ
を

活
用
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
修
学
旅
行
等
の
団
体
客
の

受
入
れ
等
、
町
の
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
よ
う
な
事
業
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

                     

町
内
観
光
業
者

と
の
連
携
は
。

               

ビ
ー
チ
周
辺
に
は
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｏ  

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｙ  

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

Ｌ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
み
ら
い
館
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等
、
多
く
の

利
用
者
が
訪
れ
る
施
設
が
あ
り
、

相
互
の
利
用
を
促
す
よ
う
な
プ

ラ
ン
を
考
案
す
る
等
相
乗
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

町
も
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら

連
携
強
化
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
く
。

                     

町
内
の
保
育
現

場
に
お
い
て
、
保
育
士
が
ゆ
と

り
を
持
っ
た
安
心
・
安
全
な
保

育
が
で
き
て
い
る
環
境
か
。

               

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
た
こ
と
や
、
短
時
間

勤
務
保
育
士
等
を
活
用
し
、
勤

務
シ
フ
ト
を
工
夫
す
る
こ
と
で

保
育
士
等
の
十
分
な
休
憩
時
間

の
確
保
に
取
組
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

禍
で
予
定
し
て
い
た
人
員
配
置

が
で
き
な
い
等
、
休
憩
時
間
の

確
保
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

町
長

町
長

町
長

戸別受信機の状況

有線放送センターに保管
されている戸別受信機

金武区
並里区
町内事業所
中川区
伊芸区
屋嘉区

町
内
保
育
士
の
働
く
環
境

安
富
祖
勧
　
複
合
庁
舎
整
備

推
進
課
長

複
合
庁
舎
整
備
推
進
課
長

複
合
庁
舎
整
備
推
進
課
長

複
合
庁
舎
整
備
推
進
課
長

58.0％

62.6％

86.7％

66.4％
設置率工　区
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池原政文 議員

伊
芸
区
の
民
家
で
発
見
さ
れ

た
銃
弾

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

池
原
議
員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    
                       

去
っ
た
７
月
７

日
に
伊
芸
区
内
の
民
家
勝
手
口

の
ド
ア
ガ
ラ
ス
か
ら
銃
弾
の
よ

う
な
物
が
発
見
さ
れ
た
問
題
で
、

県
警
は
同
29
日
に
鑑
定
結
果
を

発
表
し
、
銃
弾
の
内
部
の
一
部

で
あ
る
と
特
定
し
た
。
地
元
で

は
今
回
の
事
案
も
２
０
０
８
年

に
民
家
駐
車
場
の
車
両
に
銃
弾

が
突
き
刺
さ
っ
た
事
件
と
同
様

に
米
軍
の
実
弾
射
撃
訓
練
に
よ

る
流
弾
で
は
な
い
か
と
疑
念
を

抱
い
て
い
る
。
ま
た
今
回
も
前

回
と
同
様
に
う
や
む
や
に
な
り
、

迷
宮
入
り
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
も
出
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
地
域
住
民
が
安
全

で
安
心
し
た
日
常
生
活
を
営
む

た
め
に
も
早
期
の
真
相
解
明
が

求
め
ら
れ
る
が
町
の
対
応
は
。

                            

過
去
の
流
弾

事
件
等
に
よ
る
恐
怖
か
ら
地
域

住
民
の
間
で
は
米
軍
に
よ
る
実

弾
射
撃
訓
練
の
流
れ
弾
で
は
な

い
か
と
の
不
安
感
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
７
月
11
日

に
小
野
功
雄
沖
縄
防
衛
局
長
に

対
し
、
町
民
の
安
心
安
全
な
生

活
を
取
り
戻
す
た
め
、
早
急
な

事
実
関
係
の
確
認
を
求
め
る
旨

の
要
請
書
を
手
交
し
た
。
ま
た
、

７
月
14
日
に
は
伊
芸
区
の
小
野

局
長
に
対
す
る
要
請
行
動
に
同

行
し
た
。

　

そ
の
後
、
沖
縄
県
警
察
本
部

に
よ
っ
て
現
場
検
証
や
鑑
定
が

行
わ
れ
、
７
月
29
日
に
銃
弾
内

部
の
弾
芯
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
と
の
鑑
定
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
現
在
、
県
警
で
は
破
損

し
た
網
戸
や
ガ
ラ
ス
等
を
鑑
定

に
回
し
、
併
せ
て
米
軍
に
弾
丸

の
照
会
を
依
頼
す
る
等
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
念
頭
に
、
捜
査

が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
引
き
続
き
県
警

の
捜
査
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

情
報
の
提
供
依
頼
、
実
弾
演
習

訓
練
場
へ
の
立
入
り
視
察
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
追
加
設
置
等
を
含

め
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
な

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

                      

鑑
定
結
果
が
出

な
い
と
前
に
進
め
な
い
の
か
。

               

原
因
が
分
か
る
こ
と

で
原
因
者
に
要
請
、
要
求
、
抗

議
等
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

                      

キ
ャ
ン
プ
・
ハ

ン
セ
ン
へ
の
立
ち
入
り
調
査
は

ど
の
よ
う
に
お
願
い
し
た
の
か
。

               

伊
芸
区
の
行
政
委
員

が
恩
納
村
の
演
習
地
域
と
周
辺

地
域
を
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
確
認

し
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
を
受

け
て
、
フ
ェ
ン
ス
越
し
で
は
分

か
ら
な
い
た
め
場
所
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
、
人
数
は
限
定

し
て
で
も
演
習
す
る
場
所
の
確

認
を
防
衛
局
か
ら
米
軍
に
申
入

れ
し
て
ほ
し
い
と
私
か
ら
依
頼

し
て
い
る
。

                      

６
月
18
、
19
日

の
両
日
、
豊
見
城
市
内
の
シ
ョ

ッ
プ
等
が
企
画
し
、
伊
芸
ビ
ー

チ
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ー

ス
と
練
習
会
の
参
加
者
募
集
を

呼
び
か
け
る
新
聞
記
事
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
地
元
住
民

か
ら
海
浜
公
園
の
施
設
を
含
め

船
揚
げ
場
等
の
利
用
が
独
占
さ

れ
、
常
態
化
す
る
の
で
は
な
い

か
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が

当
事
者
か
ら
の
許
可
願
い
は
。

               

伊
芸
区
、
県
と
も
に

申
請
等
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

                      

町
の
対
応
は
。

               

海
浜
公
園
の
利
用
は

利
用
心
得
の
看
板
を
設
置
し
て

い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
指

定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
適
正
利
用
を
促
し
て
い
く
。

                      

船
揚
げ
場
の
管

理
は
ど
こ
か
。

県
か
ら
町
に
管
理
委
託
が
あ
り
、

金
武
漁
業
協
同
組
合
が
管
理
を

し
て
い
る
。

                      

他
市
町
村
で
も

ビ
ー
チ
や
駐
車
場
を
独
占
さ
れ

た
事
例
が
あ
る
。
海
浜
公
園
は

伊
芸
区
が
指
定
管
理
を
受
け
て

い
る
た
め
調
整
し
て
ほ
し
い
が
。

                              

金
武
漁
業

協
同
組
合
と
協
議
し
て
伊
芸
区

と
も
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

町
長

町
長

町
長

町
長

伊
芸
区
ビ
ー
チ
で
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ

農
林
水
産
課
長

伊芸海浜公園

糸
村
昌
敏
　
農
林
水
産
課
長

仲
間 

一 

町
長
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與那城直也 議員

金
武
町
に
お
け
る
人
工
透
析

機
器
の
導
入

金
武
町
複
合
庁
舎
建
設
に
係

る
現
庁
舎
等
の
跡
地
利
用

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

仲
間 

一 

町
長

各議員の一般質問QRコード

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

      

人
工
透
析
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
は
何
人
か
。

                         

36
名
が
腎
機

能
障
害
に
係
る
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
、近
隣
の
医
療
機
関
で
人

工
透
析
の
治
療
を
受
け
て
い
る
。

                        

Ｋ
Ｉ
Ｎ
放
射
線

治
療
・
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
人
工

透
析
機
器
を
設
置
し
、町
民
が
町

内
で
治
療
で
き
る
よ
う
な
医
療

体
制
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

              

町
内
医
療
機
関
と
も

意
見
交
換
を
実
施
し
、充
実
し
た

医
療
体
制
の
構
築
に
向
け
、幅
広

く
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

                        

う
る
ま
市
で
は

ベ
ッ
ド
数
が
少
な
く
遠
い
と
こ

ろ
ま
で
行
っ
て
い
る
人
が
い
る

た
め
何
と
か
人
工
透
析
機
器
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
。

Ｋ
Ｉ
Ｎ
放
射
線
治
療
・
健
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
補
助
金
で
建
て
た
施

設
と
い
う
こ
と
で
、当
初
の
目
的

が
あ
り
、ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

ま
た
、透
析
は
基
本
的
に
は
医

療
法
人
が
経
営
的
に
判
断
し
て

や
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
た

め
１
つ
の
医
療
法
人
に
指
定
す

る
の
で
は
な
く
幅
広
く
い
ろ
い

ろ
と
検
討
を
し
て
透
析
機
器
導

入
で
き
る
か
総
合
的
に
勘
案
し

て
い
き
た
い
。

                        

糖
尿
病
患
者
は

何
人
い
る
か
。

                             

１
２
５
０

人
で
あ
る
。

                       

糖
尿
病
患
者
か

ら
40
％
が
透
析
に
な
る
デ
ー
タ

が
あ
る
た
め
努
力
し
て
ほ
し
い

が
。

              

町
内
の
医
療
機
関
で

対
応
で
き
る
部
分
は
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
放
射
線
治
療
・
健
診
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
前
院
長
か
ら
在
宅

で
透
析
を
進
め
て
い
く
話
を
当

時
聞
い
て
い
る
た
め
在
宅
で
透

析
が
可
能
な
の
か
も
含
め
て
意

見
交
換
、情
報
収
集
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

                        
現
在
の
役
場
庁

舎
等
の
跡
地
利
用
の
検
討
状
況

は
。（
本
庁
舎
、保
健
福
祉
課
・
こ

ど
も
支
援
課
庁
舎
、水
道
課
庁

舎
、教
育
委
員
会
、教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

              

現
庁
舎
等
の
利
活
用

の
検
討
は
用
地
の
決
定
を
踏
ま

え
な
が
ら
、跡
地
利
用
に
係
る
施

設
ご
と
の
条
件
整
備
及
び
可
能

性
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、各
課
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
、施
設
現
況
調
査
、建
設

検
討
委
員
会
に
よ
る
検
討
等
を

行
っ
て
い
く
。

　

現
時
点
で
幾
つ
か
の
案
は
あ

る
が
、施
設
の
状
況
、公
共
施
設

総
合
管
理
計
画
及
び
個
別
施
設

計
画
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な

が
ら
複
合
庁
舎
完
成
時
期
を
目

処
に
利
活
用
方
法
や
統
廃
合
の

調
整
を
進
め
て
い
く
。

                       

新
庁
舎
建
設
、

役
場
移
設
ま
で
の
跡
地
利
用
の

検
討
プ
ロ
セ
ス
は
。

              

全
体
的
な
工
程
は
令

和
４
年
度
に
基
本
計
画
策
定
、令

和
５
年
度
に
各
種
調
整
を
し
な

が
ら
、令
和
６
年
度
に
基
本
設
計

及
び
実
施
設
計
、令
和
７
年
度
に

着
工
、令
和
８
年
度
中
の
完
成
、

供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
く
。

                       

本
庁
舎
や
保
健

福
祉
課
庁
舎
は
何
を
す
る
の
か

決
ま
っ
て
な
い
の
か
。

　

         　
　

具
体
的
な
案
は
ま

だ
検
討
段
階
で
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。数
年
あ
る
の
で
庁
舎
完
成

ま
で
の
間
に
あ
る
程
度
の
目
途

は
出
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

                       

専
門
学
校
誘
致

等
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
が
。

施
設
に
よ
っ
て
は
民
間
利
用
の

可
能
性
も
あ
る
の
で
そ
の
辺
を

踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

安
富
祖
勧
　
複
合
庁
舎
整
備

推
進
課
長

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長 KIN放射線治療 ・健診クリニック

現金武町役場

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

與
那
城
議
員

町
長

町
長

町
長

町
長

複
合
庁
舎
整
備
推
進
課
長
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与儀実栄 議員

し
ま
く
と
ぅ
ば
の
継
承

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

与
儀
議
員

与
儀
議
員

与
儀
議
員

与
儀
議
員

与
儀
議
員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

   

こ
れ
ま
で
し
ま

く
と
ぅ
ば
を
音
源
で
録
音
し
た

資
料
は
あ
る
か
。

                            

平
成
21
年
４

月
に
金
武
町
文
化
協
会
が「
金

武
・
並
里
ぬ
昔
歌
よ
み
が
え
る
歌

へ
の
思
い
」を
作
成
し
、ム
ス
ナ

イ
ナ
イ
、金
武
口
説
、金
武
多
幸

山
、金
武
御
前
風
が
金
武
く
と
ぅ

ば
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。平
成
30

年
４
月
に
は
金
武
町
文
化
協
会

し
ま
く
と
ぅ
ば
部
会
が「
金
武
く

と
ぅ
ば
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
」の
Ｃ

Ｄ
３
０
０
枚
を
製
作
し
、各
関
係

団
体
へ
配
付
を
し
て
い
る
。平
成

31
年
１
月
か
ら
は
町
内
の
有
線

放
送
で
毎
日
午
後
３
時
に
流
し

て
い
た「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
ラ
ジ
オ

体
操
」を
金
武
く
と
ぅ
ば
版
ラ
ジ

オ
体
操
に
切
り
替
え
、現
在
も
放

送
し
て
い
る
。

                     

今
後
ど
の
よ
う

に
し
ま
く
と
ぅ
ば
を
継
承
し
て

い
く
の
か
。

               

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

化
し
て
お
り
、し
ま
く
と
ぅ
ば
の

普
及
推
進
に
係
る
活
動
も
制
限

さ
れ
て
い
る
が
、感
染
状
況
が
落

ち
着
い
た
ら
し
ま
く
と
ぅ
ば
の

継
承
に
向
け
た
各
種
活
動
を
再

開
し
て
い
く
。

                     
各
区
の
年
配
方

に
自
由
闊
達
な
話
を
さ
せ
て
や

る
よ
う
な
資
料
づ
く
り
の
計
画

は
な
い
か
。

最
近
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
い
ろ

ん
な
集
ま
り
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
、落
ち
着
い
た

ら
会
を
開
い
て
実
際
に
聞
く
た

め
の
体
制
づ
く
り
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
。

                      

伝
統
・
文
化
は
し

っ
か
り
守
っ
て
も
ら
い
た
い
た

め
、今
回
の
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
で
来
町
し
た
時
に
対

談
し
て
し
ま
く
と
ぅ
ば
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
も
良
い
と
考
え
る
が
。

                             

金
武
町
ま

つ
り
の
中
で
シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会

が
あ
る
。令
和
２
年
度
に
金
武
町

立
図
書
館
で
は
金
武
町
の
か
る

た
を
作
っ
て
お
り
、来
町
し
た
時

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
形
で
準
備
も

し
て
い
る
。こ
れ
を
機
に
体
制
づ

く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

                     

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
、町
全
体
の
行
事
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、し
ま
く

と
ぅ
ば
を
継
承
し
て
い
く
よ
う

な
体
制
を
構
築
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
。

仲
間 

一 

町
長

町
長

儀
間 

権 

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

金武町版のかるた

金武くとぅばラジオ体操第一のＣＤ
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崎浜秀幸 議員

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策

町
の
コ
ロ
ナ
対
策

ド
ロ
ー
ン
導
入

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

仲
間 

一 

町
長
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我
が
国
の
汚
染
実

態
の
科
学
的
知
見
を
集
め
、目
標

値
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
は
。

                         

環
境
省
と
米

環
境
保
護
庁
と
の
共
同
声
明
で

は
、有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
）管
理
の
重
症
性
を
認
識

し
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
規
制
及
び
対

策
に
関
す
る
科
学
的
知
見
を
深

め
る
た
め
に
協
力
を
継
続
し
て

い
く
と
さ
れ
て
お
り
、今
後
、日

米
間
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等

の
対
策
に
取
組
ん
で
い
く
旨
の

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

                   

環
境
補
足
協
定
の

見
直
し
の
必
要
性
は
。

              

環
境
補
足
協
定
は
米

軍
施
設
及
び
区
域
へ
の
適
切
な

立
入
り
を
行
う
た
め
に
は
日
米

合
同
委
員
会
の
合
意
の
中
で
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
故
、漏
出

が
現
に
発
生
し
た
場
合
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、現
在
、米
軍
側
が

原
因
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、本
協
定
が
適
用

さ
れ
ず
原
因
究
明
に
係
る
基
地

内
へ
の
立
入
り
が
認
め
ら
れ
な

い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
た
め
去

っ
た
８
月
17
日
に
沖
縄
県
と
金

武
町
、宜
野
湾
市
、沖
縄
市
、嘉
手

納
町
、北
谷
町
の
合
同
要
請
と
し

て
外
務
省
沖
縄
事
務
所
橋
本
特

命
全
権
大
使
、在
日
米
軍
沖
縄
事

務
所
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ビ
ア
マ
ン
在

日
米
軍
沖
縄
地
域
調
整
官
、沖
縄

防
衛
局
小
野
局
長
に
対
し
、要
請

書
を
手
交
し
た
。

                    

健
康
被
害
の
対
策

は
。

               

町
は
引
き
続
き
、本
協

定
の
改
定
並
び
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
の

根
本
的
な
解
決
と
町
民
の
健
康

を
守
る
た
め
に
関
係
市
町
村
と

連
携
し
、国
や
県
、沖
縄
県
軍
用

地
転
用
促
進
基
地
問
題
協
議
会

等
の
場
で
国
に
よ
る
原
因
究
明

と
健
康
調
査
の
実
施
を
訴
え
て

い
く
。

                   

国
に
基
準
値
を
定

め
る
よ
う
求
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

              

今
回
米
国
側
が
環
境

補
足
協
定
に
関
連
す
る
条
項
を

も
っ
と
厳
し
く
対
応
し
て
い
く

と
新
聞
、メ
デ
ィ
ア
で
流
れ
て
い

る
。こ
れ
は
町
と
し
て
は
大
歓
迎

で
あ
り
、８
月
17
日
に
今
回
初
め

て
沖
縄
県
と
宜
野
湾
市
長
、沖
縄

市
長
、嘉
手
納
町
長
、北
谷
町
長

が
揃
っ
て
要
請
行
動
を
し
て
い

る
。

                    

町
内
の
コ
ロ
ナ
感

染
率
は
全
国
的
に
見
て
も
高
い

が
コ
ロ
ナ
対
策
を
い
ま
一
度
見

直
す
必
要
は
な
い
か
。

               
令
和
４
年
９
月
19
日

時
点
で
沖
縄
県
全
体
陽
性
者
累

計
が
49
万
４
３
３
４
人
で
あ

り
、町
内
で
は
累
計
３
９
９
４
人

の
報
告
が
あ
る
。直
近
１
週
間
の

10
万
人
当
た
り
の
新
規
陽
性
者

数
は
県
平
均
が
３
０
６
人
に
対

し
、金
武
町
は
２
９
６
人
と
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。直
近
の
感

染
者
数
も
９
月
14
日
４
人
、15
日

４
人
、16
日
５
人
、17
日
６
人
、18

日
11
人
、19
日
０
人
と
減
少
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。

                   

８
月
に
新
開
地
で

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、米
兵
も

た
く
さ
ん
来
て
い
た
。町
は
イ
ベ

ン
ト
を
推
進
し
た
の
か
。中
止
を

求
め
た
り
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

金
武
町
青
年
団
協
議
会
が
主
催

し
開
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。金
武
町
青
年
団
協
議
会
は
町

の
補
助
団
体
で
あ
る
。イ
ベ
ン
ト

は
外
人
も
た
く
さ
ん
来
る
の
で

英
語
の
張
り
紙
や
ア
ナ
ウ
ン
ス

も
準
備
し
て
完
全
な
対
策
を
練

っ
て
事
業
を
や
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
助
言
し
た
。

                  

こ
の
時
期
は
こ
ど

も
園
で
閉
鎖
す
る
状
況
だ
っ
た
。

今
後
は
注
意
し
な
が
ら
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

                             

県
内
、町
内

の
感
染
状
況
等
も
見
な
が
ら
事

業
等
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
対

策
を
練
っ
て
や
っ
て
い
く
。

                   

災
害
時
の
ド
ロ
ー

ン
活
用
協
定
の
内
容
は
。

              

金
武
地
区
消
防
衛
生

組
合
に
よ
る
災
害
時
の
被
害
状

況
の
把
握
や
被
災
者
の
捜
査
等

に
活
用
す
る
た
め
の
ド
ロ
ー
ン

導
入
で
あ
る
。

                     

活
用
法
は
。

              

災
害
時
等
の
緊
急
的

な
活
用
を
は
じ
め
、町
の
イ
ベ
ン

ト
撮
影
な
ど
の
観
光
分
野
、害
鳥

獣
の
駆
除
等
の
農
業
分
野
、施
設

の
点
検
等
、様
々
な
場
面
で
幅
広

い
活
用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

儀
間 

権 

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

８月３０日に行われた協定締結式
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仲間トム 議員

金
武
町
伊
芸
区
住
宅
地
で
発

見
さ
れ
た
銃
弾
ら
し
き
物

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

在
沖
縄
米
軍（
海

兵
隊
）の
銃
弾
ら
し
き
物
が
伊
芸

区
住
宅
地
で
発
見
さ
れ
た
当
時
、

米
軍
の
捜
査
協
力
体
制
や
銃
弾

ら
し
き
も
の
へ
の
米
軍
捜
査
機

関
の
回
答
は
。

                          

７
月
７
日
、伊

芸
区
住
宅
地
で
発
見
さ
れ
た
銃

弾
ら
し
き
物
に
つ
い
て
区
民
か

ら
町
へ
通
報
が
あ
り
、沖
縄
防
衛

局
と
共
に
現
場
を
確
認
し
た
。ま

た
、同
日
に
被
害
者
か
ら
県
警
へ

被
害
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、本
件
は
県
警
に
よ
っ
て
捜

査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

発
見
当
初
の
米
軍
の
捜
査
協

力
体
制
は
７
月
８
日
に
沖
縄
県

警
察
本
部
の
実
況
見
分
に
立
ち

会
い
、地
元
と
連
絡
を
取
り
、あ

ら
ゆ
る
調
査
に
全
面
的
に
協
力

す
る
と
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い

た
。ま
た
、同
日
の
夜
に
在
沖
海

兵
隊
の
メ
デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
と

し
て
射
撃
場
の
安
全
対
策
者
が

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
の
全
て

の
射
撃
場
の
安
全
対
策
を
点
検

し
、高
い
安
全
性
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
や

発
見
さ
れ
た
銃
弾
ら
し
き
物
は

６
日
と
７
日
の
両
日
に
実
施
さ

れ
た
実
弾
射
撃
訓
練
で
は
使
用

さ
れ
た
ど
の
火
器
か
ら
も
発
射

さ
れ
た
は
ず
が
な
い
も
の
で
あ

る
と
説
明
が
な
さ
れ
た
。

                    

米
軍
の
答
え
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

                                    

ア
メ

リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
、正

式
な
公
表
は
１
回
限
り
で
あ
っ

た
。そ
の
中
で
ど
の
訓
練
場
の
火

器
か
ら
も
発
射
さ
れ
た
は
ず
が

な
い
と
い
う
ふ
う
に
判
断
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
が
実
際
、立
入

検
査
を
し
て
な
い
の
で
ど
う
い

う
状
況
か
は
分
か
ら
な
い
が
メ

デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
に
基
づ
い
て

沖
縄
防
衛
局
も
安
全
対
策
は
し

っ
か
り
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
て
い
た
と
認
識
し

て
い
る
。

                    

立
入
調
査
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
基
地
か
ら
流
れ

て
き
た
と
い
う
考
え
か
。

                    

射
撃
訓
練
場
の
向

き
や
角
度
と
か
実
際
に
飛
ん
で

い
く
箇
所
な
の
か
ど
う
か
確
認

で
き
れ
ば
と
い
う
考
え
か
ら
の

立
入
調
査
で
あ
る
。

                    

調
査
に
は
我
々
議

員
も
同
行
で
き
る
の
か
。

                  

防
衛
局
と
調
整
の

中
で
可
能
な
ら
そ
の
時
の
状
況

を
見
て
か
ら
判
断
し
て
い
く
。

                    

銃
弾
ら
し
き
物
に

つ
い
て
沖
縄
防
衛
局
は
米
軍
捜

査
機
関
、県
警
と
三
者
に
よ
っ
て

本
件
の
解
明
に
向
け
捜
査
を
行

っ
た
と
思
う
が
、銃
弾
ら
し
き
物

に
つ
い
て
防
衛
局
か
ら
町
へ
の

回
答
は
。

             

沖
縄
防
衛
局
か
ら
の
回

答
は
７
月
８
日
に
情
報
提
供
と

し
て
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
お

け
る
実
弾
射
撃
訓
練
時
の
安
全

対
策
内
容
に
つ
い
て
資
料
提
供

を
受
け
て
い
る
。具
体
的
に
は
キ

ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
お
け
る
実

弾
射
撃
訓
練
は
射
撃
角
度
を
制

御
す
る
装
置
を
用
い
る
等
、施
設

区
域
外
に
着
弾
し
な
い
よ
う
な

安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と

の
内
容
で
あ
る
。そ
の
後
、約
３

週
間
か
け
て
県
警
に
よ
る
現
場

検
証
や
鑑
定
作
業
が
行
わ
れ
、７

月
29
日
に
銃
弾
内
部
の
弾
芯
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
鑑
定

結
果
の
記
者
発
表
が
あ
っ
た
。

                    

発
見
当
時
は
新
聞

報
道
、マ
ス
コ
ミ
各
社
が
重
大
事

件
と
し
て
全
国
的
に
報
じ
ら
れ

た
。県
警
は
銃
弾
ら
し
き
物
に
つ

い
て
器
物
損
壊
事
件
と
し
て
捜

査
を
し
て
い
る
と
あ
っ
た
が
、そ

の
後
、県
警
か
ら
回
答
が
あ
っ
た

か
。

           

７
月
29
日
の
県
警
に
よ

る
捜
査
結
果
の
公
表
以
降
、当
該

捜
査
機
関
か
ら
の
回
答
や
新
た

な
情
報
提
供
は
な
く
、現
在
も
継

続
し
て
破
損
し
た
網
戸
や
ガ
ラ

ス
の
鑑
定
、米
軍
に
弾
芯
の
照
会

を
依
頼
す
る
等
、あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
念
頭
に
捜
査
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

                    

警
察
は
流
れ
弾
と

し
て
断
定
し
て
な
い
の
で
は
。

                  

あ
く
ま
で
も
銃
弾

の
内
部
の
弾
芯
だ
と
特
定
し
た

と
い
う
段
階
で
あ
る
。

                    

警
察
に
問
い
合
わ

せ
て
早
く
解
決
し
て
い
ち
早
く

町
民
・
住
民
が
安
心
で
き
る
よ
う

な
答
え
が
欲
し
い
と
強
く
お
願

い
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

                    

捜
査
当
局
に
よ
っ

て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て

取
り
か
か
っ
て
い
る
た
め
、捜
査

を
見
守
り
な
が
ら
１
日
も
早
い

結
論
が
出
る
の
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

仲
間 

一 

町
長

町
長

町
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

伊
藝 

勲 

企
画
課
長

被害にあった伊芸区住宅地
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大城一之 議員

金
武
町
虫
歯
予
防
奨
励
金
支

給
条
例

ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
設
置

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
の
町

民
の
優
先
雇
用

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

仲
間 

一 

町
長

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

過
去
５
年
間
の
３

歳
児
健
診
と
入
学
時
健
診
の
虫

歯
罹
患
率
は
。

                          （
左
表
の
と
お

り
）

                   

奨
励
金
の
目
的
は
。

健
康
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
食

を
生
涯
に
わ
た
り
、自
分
自
身
の

歯
で
食
し
、自
分
自
身
の
健
康
管

理
が
で
き
る
よ
う
そ
の
始
ま
り

で
あ
る
乳
児
の
虫
歯
予
防
に
寄

与
し
、幼
少
か
ら
健
康
づ
く
り
及

び
保
健
活
動
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

                   

小
学
校
１
年
生
以

降
の
虫
歯
に
な
る
子
ど
も
達
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
町
は
分
か

っ
て
い
る
か
。

１
年
生
は
入
学
時
よ
り
増
え
て

い
る
が
、４
年
、５
年
、６
年
と
い

く
に
従
っ
て
下
が
っ
て
い
く
傾

向
が
あ
る
。

                  

３
歳
児
健
診
は
虫

歯
が
増
え
て
い
る
が
、奨
励
金
が

減
額
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

全
く
影
響
し
て
い
な
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
。

                             

虫
歯
は
個

人
個
人
の
虫
歯
の
処
置
、い
ろ
い

ろ
な
対
応
に
よ
っ
て
多
く
出
る

年
、低
く
出
る
年
も
あ
る
こ
と
か

ら
奨
励
金
を
変
更
し
た
か
ら
増

え
た
と
い
う
捉
え
方
は
し
て
い

な
い
。

                    

条
例
及
び
規
則
変

更
は
今
後
検
討
し
な
い
の
か
。

             

こ
の
条
例
改
正
は
小
学

校
時
に
虫
歯
罹
患
率
が
多
い
た

め
奨
励
金
を
２
つ
に
分
け
た
い

と
保
健
福
祉
課
の
強
い
考
え
で

改
正
し
た
が
、今
後
の
子
ど
も
達

の
健
康
状
況
、早
期
治
療
す
る
こ

と
で
将
来
深
刻
な
状
況
に
な
ら

な
い
よ
う
な
健
康
に
対
す
る
捉

え
方
を
も
う
一
度
議
論
を
重
ね

て
い
く
。

                    

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
所
在
市
町
村
の
従
業
員
の

割
合
は
。

             

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン

に
お
け
る
基
地
従
業
員
は
６
７

７
名
、そ
の
内
金
武
町
在
住
者
が

１
０
６
名
で
金
武
町
在
住
者
が

全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
16
％

で
あ
る
。

                    

過
去
の
答
弁
で
は

１
１
１
名
の
軍
雇
用
員
だ
っ
た

が
減
っ
て
い
る
。ハ
ン
セ
ン
に
就

職
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

             

４
年
間
で
42
名
退
職
、

52
名
採
用
で
10
名
増
え
て
い
る

が
配
置
転
換
で
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
の
従
業
員
が
増
え
て
い
な

い
。

                   

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
に
優
先
就
職
で
き
る
よ
う

な
形
が
望
ま
し
い
が
。

             

町
民
雇
用
、優
先
雇
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
む
。

                  

令
和
４
年
３
月
定

例
会
一
般
質
問
で
教
育
長
は「
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
既
存
の
施
設
が
あ
る

市
町
村
を
調
査
し
、検
討
す
る
」

と
答
弁
し
た
が
、そ
の
後
の
調

査
・
検
討
内
容
は
。

                                 

各
市
町

村
の
施
設
を
調
査
し
た
結
果
、ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
整
備
す
る

に
は
課
題
と
し
て
施
設
設
置
の

目
的
、事
業
主
体
、近
隣
住
民
に

対
す
る
騒
音
被
害
や
利
用
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
で
き
る
設

置
場
所
の
選
定
、事
故
や
不
測
の

事
態
発
生
時
の
対
応
も
含
め
た

施
設
管
理
の
運
営
、整
備
費
用
等

が
あ
る
。

　

今
後
も
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

                    

目
的
に
つ
い
て
の

課
題
と
は
。

設
置
場
所
と
関
連
す
る
が
、公
園

と
し
て
造
る
の
か
、ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
造
る
の
か
観
光
関
係

等
目
的
、場
所
の
設
置
の
考
え
方

が
あ
る
。

                   

金
武
地
区
公
園
の

下
に
あ
る
広
場
を
利
用
で
き
な

い
か
。

                 

こ
の
場
所
は
い
ろ
い

ろ
使
い
勝
手
が
良
く
、い
ろ
ん
な

人
か
ら
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る

た
め
総
合
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
課
長

虫歯罹患率 （単位 ：％）

金武地区公園下の広場

年　度
H29
H30
 R  1
 R  2
 R  3

3 歳 児
23.1
11.9
  9.8
18.6
14.0

小学1年生
63.0
62.6
61.4
60.4
46.7

島
袋 

博 

保
健
福
祉
課
長

與
那
城
樹 

学
校
教
育
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

比
嘉
貴
一 

教
育
長

儀
間 

権 

社
会
教
育
課
長

教
育
長
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大城政敏 議員

人
事
及
び
職
員
の
採
用

※飛沫防止アクリル板を設置しています。

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

各議員の一般質問QRコード

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

競
争
試
験
に
よ

る
採
用
で
各
年
度
別
、１
次
試
験

（
筆
記
試
験
）の
点
数
が
上
位
の

者
の
採
用
者
は
何
名
か
。

                         

採
用
と
な
っ

た
２
次
試
験
合
格
者
の
１
次
試

験
の
点
数
及
び
順
位
に
つ
い
て

は
、個
人
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら

受
験
者
本
人
に
よ
る
請
求
で
は

な
い
限
り
公
表
で
き
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

                    

人
事
異
動
は
ど
の

よ
う
な
基
準
や
方
法
で
実
施
し

て
い
る
の
か
。１
、２
年
お
き
に

異
動
し
て
い
る
職
員
が
い
る
が

こ
れ
で
は
町
民
に
対
し
て
充
分

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
で
き
な

い
と
考
え
る
が
。

             

人
事
異
動
の
サ
イ
ク
ル

と
し
て
は
現
所
属
課
の
在
職
期

間
が
３
〜
５
年
を
異
動
対
象
の

基
準
と
し
て
い
る
が
機
構
改
革

や
新
規
事
業
の
実
施
等
に
よ
り
、

こ
の
基
準
に
合
わ
な
い
人
事
異

動
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。こ

の
よ
う
な
場
合
は
異
動
と
な
る

理
由
を
職
員
に
説
明
し
、理
解
を

求
め
る
と
共
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
事
務

引
継
ぎ
の
徹
底
と
研
修
へ
の
派

遣
等
を
行
っ
て
い
る
。

                    
１
年
で
異
動
し
て

い
る
職
員
も
い
る
の
か
。

                                    

こ
の

数
年
以
内
で
何
名
か
い
る
。

                    

人
事
異
動
に
つ
い

て
規
則
や
基
準
を
設
け
て
や
っ

て
い
く
考
え
は
。

                     

規
則
に
つ
い
て

は
確
か
に
何
か
し
ら
の
ル
ー
ル

を
定
め
て
運
用
し
て
い
く
の
も

一
つ
の
考
え
方
だ
と
思
う
。基
準

に
つ
い
て
は
内
部
の
方
で
検
討

し
て
い
く
。

                  

60
歳
以
上
の
会
計

年
度
職
員
は
何
名
か
。

               

47
名
で
あ
る
。

                   

再
任
さ
れ
た
会
計

年
度
職
員
と
新
規
に
採
用
さ
れ

た
会
計
年
度
任
用
職
員
は
何
名

か
。

             

前
年
度
か
ら
任
用
さ
れ

た
会
計
年
度
任
用
職
員
は
１
９

３
名
で
、新
規
に
任
用
さ
れ
た
会

計
年
度
任
用
職
員
は
30
名
で
あ

る
。

                    

教
育
委
員
会
の
会

計
年
度
任
用
職
員
数
と
60
歳
以

上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
何

名
か
。

49
名
で
60
歳
以
上
は
６
名
で
あ

る
。

41
名
で
60
歳
以
上
は
２
名
で
あ

る
。

                   

条
例
で
正
規
職
員

は
満
60
歳
で
定
年
に
な
る
が
会

計
年
度
任
用
職
員
は
定
年
の
規

定
が
な
い
。正
規
職
員
に
準
じ
る

よ
う
対
策
を
講
じ
る
必
要
は
な

い
か
。

            

会
計
年
度
任
用
職
員
は

地
方
公
務
員
法
第
28
条
の
２
第

４
項
の
規
定
に
よ
り
定
年
制
は

適
用
さ
れ
な
い
。

                    

新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
が

２
４
１
名
、正
規
職
員
が
１
４
７

名
い
る
が
、町
長
、副
町
長
の
親

戚
や
身
内
が
正
規
職
員
、会
計
年

度
任
用
職
員
に
何
名
か
。

              

親
戚
、身
内
に
つ
い
て

は
法
律
に
定
め
が
な
い
た
め
、役

場
に
何
名
い
る
か
は
把
握
で
き

な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。あ
え
て

言
え
ば
役
場
正
規
職
員
、会
計
年

度
任
用
職
員
全
職
員
が
私
の
身

内
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

る
。

                    

令
和
３
年
９
月
の

定
例
会
で
副
町
長
は「
町
と
し
て

は
こ
の
ま
ま
で
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
て
、絶
え
ず
人
員
削

減
を
や
り
な
が
ら
効
率
的
な
人

事
配
置
を
含
め
て
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
答
弁

し
て
い
る
が
、４
年
度
は
さ
ら
に

増
え
て
い
る
が
。

                               

町
は
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
と
い
う
目
標
が
あ
る
た
め
、で

き
る
だ
け
予
算
を
別
の
方
向
に

使
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

町
は
ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
事
業
含

め
て
１
０
０
億
の
予
算
が
あ
る

の
で
町
長
の
政
策
の
中
で
い
ろ

い
ろ
事
業
が
入
っ
て
く
る
た
め

人
が
足
り
な
い
分
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
充
て
て
い
る
。

                    

選
考
で
採
用
さ
れ

た
職
員
は
採
用
目
的（
理
由
）が

あ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
採
用
年
時

の
年
齢
と
事
業
成
果
は
。

             

目
的
は
配
属
さ
れ
て
い

る
所
属
課
の
事
業
推
進
が
採
用

目
的
と
な
っ
て
い
る
。農
業
振
興

を
目
的
に
農
林
水
産
課
に
配
属

さ
れ
た
職
員
の
採
用
時
の
年
齢

は
50
歳
、複
合
庁
舎
整
備
推
進
を

目
的
に
複
合
庁
舎
整
備
推
進
課

に
配
属
さ
れ
た
職
員
の
採
用
時

の
年
齢
は
32
歳
、観
光
振
興
を
目

的
に
商
工
観
光
課
に
配
属
さ
れ

た
職
員
の
採
用
時
の
年
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令和３年度 各会計の決算を認定令和３年度 各会計の決算を認定
　令和４年第６回定例会が９月15日（木）に招集され、９月30日（金）までの16日間の会期で
開催した。一般質問は１４名が登壇した。
　定例会では、補正予算（一般会計、特別会計）や金武町税条例の一部改正、物品の取得、
工事請負契約の締結に関する議案などを審議した。
　また、令和３年度の各会計の決算については、議長を除く議員15名で構成する決算審査
特別委員会において審議を行った。９月26日（月）は前年度に完了した工事箇所等の現場踏
査を行った。
　各会計の決算状況と議決の結果は下記のとおり。

令和３年度各会計の決算
一般会計歳入歳出決算の認定について

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

121億8,062万1,092円 118億8,304万1,857円 2億9,757万9,235円
国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

17億5,950万8,237円 17億2,783万5,150円 3,167万3,087円
有線放送電話事業特別会計歳入歳出決算の認定について

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

2,174万2,713円 1,881万3,856円 292万8,857円
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

1億6,162万1,179円 1億6,108万7,826円 53万3,353円
下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

1億1,972万840円 1億1,614万4,598円 357万6,242円
水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

水道事業収益：

資本的収入    ：

5億2,027万6,358円

2,518万8,900円

水道事業費用：

資本的支出    ：

4億8,703万5,023円

1億490万6,290円

※資本的収入額が資本的支出に不足する額7,971万7,390円は、減債積立基金、過年度分消費
　税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補填した。
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各会計の決算に関する議決結果

その他の議案の議決結果

令和３年度に行われた工事箇所の現場踏査

委員による現場踏査 令和３年度に整備したミニパーク

議　案　名 議決結果

認　　定
（賛成多数）
認　　定
（全会一致）
認　　定
（全会一致）
認　　定
（全会一致）
認　　定
（全会一致）
原案可決
及び認定

（全会一致）

令和３年度金武町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度金武町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度金武町有線放送電話事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度金武町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度金武町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度金武町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

件　　　　　　名 議決結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

令和４年度金武町一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出それぞれ2億331万円を追加し、補正後の予算総額を117億3,563万2,000円
とするもの。補正の主なものは中川地区公園改修工事、新型コロナウイルスワクチン接種
（5回目）に係る医療機関、集団接種人材派遣の委託料である。
金武町財政調整基金の処分について
　町道251号線整備事業、浜田原3号排水路改修事業、中川地区公園改修事業等へ1億
8,073万8,000円以内を充当するもの。
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件　　　　　　名 議決結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

同　　意
（全会一致）

可　　決
（全会一致）

採　　択
（全会一致）

可　　決
（全会一致）

みなし採択

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

令和４年度金武町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ151万6,000円を追加し、補正後の予算総額を18億4,406
万6,000円とするもの。内容は被保険者自身がパソコンで納税できるためのシス
テム改修委託料である。
令和４年度金武町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ14万1,000円を追加し、補正後の予算総額を1億6,785万
1,000円とするもの。内容は職員手当等の増である。
令和４年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ205万円を追加し、補正後の予算総額を1億7,328万円とす
るもの。内容は並里・金武地区農業集落排水ポンプ施設に係る修繕費である。
金武町税条例の一部を改正する条例について
　納税証明等における記載事項の整備、個人住民税の申告書で金融所得課税
の適正化、上場株式等の配当所得に係る課税方式を所得税と一致させる措置を
講じること、個人住民税における合計所得金額に係る規定の整備、住宅借入等
特別税額控除の延長並びに見直しを図るため、条例の一部を改正するもの。
工事請負契約締結について
　件　　　　名：シッチ原橋補修工事
　契約の相手方：有限会社　神中組
　契   約   金   額：１億１，６８１万６，７００円
物品の取得について
　品　　名：金武町多目的屋内運動場備品購入
　購 入 先：株式会社　シーイー
　購入価格：１，９５８万円
工事請負契約締結についての議決内容の一部変更について
　令和３年第５回９月定例会で議決された内容の一部変更
　件　　　　名：金武町戸別受信システム整備工事(１工区)
　契約の相手方：（株）丸政工務店・（有）富島建設　建設工事共同企業体
　契   約   金   額：「１億５，５７６万円」を「１億４，５６４万円」に変更
金武町固定資産評価審査委員会委員の選任について
　上原浩氏を固定資産評価審査委員会委員に任命するため同意を求めるもの。
キャンプハンセン基地由来のＰＦＡＳ汚染による健康への影響調査について
駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書
※詳細は１９ページ
「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効期限延長に関する陳情
議員派遣に関する決議
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大城 一之  議員令和４年　第７回（１０月）臨時会

令和４年　第７回（１０月）臨時会　議決結果一覧

駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する意見書

あて先　厚生労働大臣　防衛大臣

令和４年９月３０日
沖縄県金武町議会

　令和４年第７回臨時会が10月21日（金）に招集され、１日間の会期で開催された。
　臨時会では、非課税世帯等に対する緊急支援給付金に係る補正予算やギンバル海浜
周辺に駐車場を整備する工事請負契約を審議し、採決の結果可決となった。
　議決結果は下記のとおり。

件　　　　　　名 議決結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

可　　決
（全会一致）

令和４年度金武町一般会計補正予算（第５号）

　歳入歳出それぞれ9,500万円を追加し、総額118億3,063万2,000円とするもの。補正

の主なものは、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（1世帯当たり5万円）を住

民税非課税世帯や令和4年1月～12月までに家計急変のあった世帯を対象とした補助金

である。

工事請負契約締結について

　件　　　　名：ギンバル周辺環境整備機能強化事業駐車場等整備工事

　契約の相手方：（有）神中組・（有）カネタケ電水工業　建設工事共同企業体

　契  約  金  額：３億６，０５０万３，０００円

議員派遣に関する決議

　駐留軍関係離職者等臨時措置法は、令和５年５月１６日で有効期限を迎える。駐留軍雇用は米国の軍事政策
や国際情勢等に影響を受ける特殊な職場環境下にあり、本質的には不安定な状況に置かれている。
　本県においては、日米両政府が「在沖海兵隊のグアム移転及び嘉手納以南の基地返還と北部基地への統
合」などを含む在日米軍再編に関する合意をしており、「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」
も発表されている。
　令和４年３月現在、海兵隊施設には４，８５７人、嘉手納以南の対象施設には３，６２２人の日本人従業員が
勤務しており、状況如何によっては駐留軍等労働者としての雇用継続が困難となる事態も懸念され、これまで
以上に駐留軍関係離職者等臨時措置法に基づく雇用対策が不可欠である。
　昨今の全国的な雇用情勢は、新型コロナウイルスの影響もあり完全失業率２％台後半で高止まりし、県内の
失業率は全国よりも高い水準で推移している。また、駐留軍等労働者は中途採用者が多いことから平均年齢も
４８．２４歳と高い状況にある。こうした状況の中、万が一、大規模な人員整理等が発生すれば、駐留軍関係離
職者の再就職・自活の道は容易ではなく、地域的な雇用情勢はパニック状態に陥る事は必定である。
　よって、金武町議会は駐留軍関係従業員の離職後における生活の安定と継続的な離職者対策を確保するた
め、駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限を延長するよう強く要請する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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議案に対する議員の賛否一覧

令和４年　第６回（９月）定例会

令和３年度決算審査特別委員会

※賛成多数及び退席があった場合のみ掲載しています。

※内容は要約
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議病

×

〇〇〇〇

×

〇〇〇〇〇〇〇〇

決 

議 

結 

果
議　　案

認定
令和３年度金武町一般会計歳入歳
出決算の認定について

　
議案に賛成者は「〇」とし、反対者は「×」とする。傷病の欠席者は「病」とする。
議長は採決に加わらないため「議」で表示。

　歳計剰余金を予算計上せず、財政調整基金に入れないで令和３年度歳出予算に使っており、地
方自治法第２３３条２への抵触は明らかだ。
　パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例では、赤字が出たら原則として指定管理者が補填
することになっており、指定管理者の責任が明確化されている。委託管理料としての５１１万円の
支払いは赤字補填である。毎年赤字になっているが、決算書を見ると収入に見合う施設になってい
ない。
　年度内に議会の議決を経た工事１１件は明許繰越となっている。随意契約を含め会計年度独立
の原則に照らすと、工事を減らし年度内で完成させる方法論も必要だ。
　随意契約で５件も明許繰越があるのは、会計年度が終わっても関係ないという考えで予算を組
んでいると思われるので反対する。

※詳しい内容については町立図書館と各区事務所に配布している委員会記録をご覧になれます。

※討論があった場合のみ掲載しています。

認定第１号　令和３年度金武町一般会計歳入歳出決算の認定について

【反対討論】　大城政敏委員
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　１０月１３日（木）、パシフィックホテル沖縄で沖縄県町村議会議長会主催の町村
議会議員・事務局職員研修が開催され約３００人が参加した。研修会では沖縄県
企画部企画調整課副参事の城間直樹氏が「沖縄振興」と題して本土復帰以降１０
年毎に策定された沖縄振興計画や新たな振興計画「新・沖縄２１世紀ビジョン基本
計画」について講演を行った。
　また、全国町村議会議長会議事調査部長の飯田厚氏が「町村議会の議員報酬と
政務活動費のあるべき姿～議会力アップのための条件整備を考える～」と題して講
演を行った。

町村議会議員・事務局研修会

　金武町議会は１１月１日（火）、横浜市会の建築・都市整備・道路委員会の「ギンバ
ル訓練場跡地利用計画」に関する研修を受け入れた。商工観光課、保健福祉課の
担当者からギンバル訓練場返還から跡地整備の経緯、スポーツキャンプなどにつ
いて説明した。
　またフットボールセンター、地域医療施設、ＡＳＢＯ ＳＴＡＹ ＨＯＴＥＬ、ＫＩＮサ
ンライズビーチの視察を行った。

横浜市会がギンバル訓練場跡地を視察

城間直樹企画調整課副参事 飯田厚議事調査部長

※横浜市では「市議会」を「市会」としている。

※
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ＱＲコードを読み取ると議会中継
サイトに繋がります。
金武町ホームページからもご覧になれ
ます。

金武町議会では、 検温、 手指消毒
や議場内の換気、 議員間及び職員
間にアクリル板の設置等新型コロナウ
イルス感染症対策を行っています。

議員席間に設置したアクリル板

講演をする越地真一郎客員教授

１２　月　定　例　会　の　ご　案　内
　１２月定例会の開会は１２月１３日（火）を予定しており、日程が決まり次第、

戸別受信機やホームページQABデータ放送でお知らせいたします。

金武町議会事務局　　　

　ＮＴＴ：０９８－９６８－２２９２

※詳しい審議の状況は町立図書館と各区事務所に配布している会議録をご覧に
なれます。

　１１月１６日（水）、那覇市の自治会館で沖縄県町村議会議長会主催の議会広報
研修会が開催され議会広報調査特別委員が参加した。熊本日日新聞社NIE専門委
員で熊本大学の越地真一郎客員教授が「そろそろ化けませんか！！～絶滅危惧から
継続可能な議会広報へ～」と題して講演を行った。研修会では全国の議会だよりを
事例に若者を意識した編集、数年後には有権者になる子ども達に興味を持ち、読み
たくなるよう大胆な紙面作りをするための講習を受けた。

議会広報研修会


